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▼
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
（
第
34
回
主
要
国
首
脳
会

議
）
は
、
７
月
７
日
〜
９
日
に
開
か
れ
、
地
球

温
暖
化
防
止
対
策
、
ア
フ
リ
カ
支
援
等
が
議
論

さ
れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
踏
み
出

し
ま
し
た
。
私
達
も
出
来
る
取
り
組
み
か
ら
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
。
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
に

使
い
、
庭
の
水
や
り
・
ト
イ
レ
の
水
に
使
う
こ

と
に
よ
り
、
年
間
約
７
kg
の
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
が

で
き
、
年
間
で
約
４，
２
０
０
円
の
節
約
が
出
来

る
そ
う
で
す
。

▼
原
油
高
騰
で
、
７
月
か
ら
対
馬
市
で
は
ガ
ソ

リ
ン
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
２
１

０
円
、
長
崎
市
内
は
１
８
４
円
に
上
が
り
ま
し

た
。
金
融
市
場
の
投
機
マ
ネ
ー
の
影
響
も
指
摘

さ
れ
、
政
治
・
経
済
等
が
大
き
く
影
響
を
受
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
料
品
等
の
価
格
も
徐
々

に
値
上
が
り
、
中
国
産
う
な
ぎ
・
飛
騨
牛
偽
装

問
題
等
、
食
の
不
安
は
増
大
し
、
私
達
の
生
活

は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
漁
業
・
農
業
従

事
者
、
製
造
業
者
等
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
に

な
る
の
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
食
糧
価
格
な
ど
高

騰
対
策
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
に
あ
り
、
先
手

先
手
の
う
ち
手
を
望
む
も
の
で
す
。

暴
力
追
放「
い
の
ち
を
守
る
」

長
崎
市
民
集
会
に
参
加
！

（
４
月
26
日
、浜
町
観
光
通
り
）

長
崎
中
総
体
福
田
中
学
校
入
場

行
進

（
６
月
７
日
、柿
泊
陸
上
競
技
場
）

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
！

（
６
月
14
日
、八
軒
家
バ
ス
停
付
近
）

大
浜
町
自
治
会
ペ
ー
ロ
ン
大
会

（
６
月
８
日
、大
浜
町
海
岸
）

4
月
〜
6
月

本
会
議
で
３
回
目
の
登
壇
！

猛
暑
の
候
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
に
て

ご
活
躍
の
事
と
存
じ
ま
す
。

私
も
市
議
会
議
員
と
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
１
年
が
過
ぎ
去

り
、
議
員
活
動
に
も
少
し
ば
か
り
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
６
月
定
例

議
会
に
お
い
て
、
３
回
目
の
登
壇
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
質
問

内
容
や
時
間
配
分
等
、
ま
だ
ま
だ
反
省
を
残
す
と
こ
ろ
で
す
が
、

地
域
の
声
を
代
表
し
行
政
側
に
質
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

都
市
整
備
対
策
特
別
委
員
会
に
て
論
議
中
！

都
市
整
備
対
策
特
別
委
員
会
は
、
都
市
整
備
の
現
状
と
問
題
点

を
把
握
し
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
都
市
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
、
原
則
と
し
て
、
毎
月
１
回
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

主
な
調
査
内
容
は
、
長
崎
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
、
長
崎

本
線
連
続
立
体
交
差
事
業
、
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
（
諫
早
〜
長

崎
）
の
３
事
業
を
中
心
と
し
た
、
新
幹
線
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
、
ま
ち
な
か
再
生
計
画
等
に
つ
い
て
、
現
状
を
把
握
し
、
調

査
・
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
長
崎
市
の
財
政
負
担
は
、
15
年

間
で
約
１
５
０
億
円
程
度
）

２
０
１
８
年
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
！

10
年
後
、
20
年
後
、
子
供
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
、「
長
崎

に
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
長
崎
で
働
き
・
暮
ら
す
た
め
」
に
、
新

幹
線
を
活
か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
産
業
・
地
域
の
活
性

化
は
、
真
に
重
要
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
。（
最
近
の
新
幹
線
開
業

効
果
は
、
１
・
４
倍
か
ら
２
・
４
倍
の
交
流
人
口
が
拡
大
）

長
崎
市
の
人
口
が
減
少
す
る
な
か
、
地
域
の
衰
退
を
抑
え
、
国

際
観
光
文
化
都
市
長
崎
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
拠
点
等
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
意
見
・
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

長
崎
市
議
会
議
員
　
井
上
い
の
う
え

重
久
し
げ
ひ
さ

◆「
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

市
長
（
10
％
）、
副
市
長
（
５
％
）、

教
育
長
（
３
％
）、
常
勤
の
監
査
委

員
（
３
％
）、
上
下
水
道
事
業
管
理

者
（
３
％
）
及
び
病
院
事
業
管
理
者

（
３
％
）
の
給
与
を
減
額
す
る
。

◆「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
育
児
の

た
め
の
短
時
間
勤
務
制
度
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、
本
市
の
職

員
に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置
を
講
じ

る
。

◆「
長
崎
市
消
防
団
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」

消
防
団
員
の
報
酬
年
額
３
６，
０
０

０
円
を
３
６，
５
０
０
円
に
、
平
成
20

年
４
月
１
日
よ
り
引
き
上
げ
る
。

◆「
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
」

科
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車（
約
４，

４
０
０
万
円
）
を
代
替
購
入
し
、
消

防
体
制
を
維
持
す
る
。

◆「
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
」

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
約

２，
５
７
０
万
円
）
を
代
替
購
入
し
、

消
防
体
制
を
維
持
す
る
。

区　　分 現　　行 減額割合
◆給料月額

◆減額の期間　平成20年７月１日～平成23年４月21日まで
◆年間の効果額　▲約498万円

市長
副市長
教育長
常勤の監査委員
上下水道事業管理者
病院事業管理者

1,105,000円
899,000円
716,000円
614,000円
716,000円
818,000円

10％
5％
3％
3％
3％
3％

総
務
委
員
会
報
告
（
要
旨
）
６
月
18
日
〜
20
日

現
在
配
置
さ
れ
て
い
る
水
槽
付

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

フリーゲージトレインとは、新幹線（標準軌）が在来線（狭軌）を直通
運転することができるよう、車両の車輪幅を軌間（ゲージ）にあわせて
自動的に変換する電車。技術開発の促進で早期実用化が望まれる。

新型試験車両のフリーゲージトレイン新型試験車両のフリーゲージトレイン
　　　　在来線での走行試験スタート！　　　　在来線での走行試験スタート！
新型試験車両のフリーゲージトレイン新型試験車両のフリーゲージトレイン
　　　　在来線での走行試験スタート！　　　　在来線での走行試験スタート！
新型試験車両のフリーゲージトレイン新型試験車両のフリーゲージトレイン
　　　　在来線での走行試験スタート！　　　　在来線での走行試験スタート！
新型試験車両のフリーゲージトレイン
　　　　在来線での走行試験スタート！

新幹線
認可申請中



◆
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業
費

…
…
１
３
０
万
円

旧
木
鉢
交
番
を
安
全
・
安

心
・
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活

用
す
る
の
に
伴
い
、
小
榊
小
学

校
校
区
内
の
既
存
児
童
ク
ラ
ブ

が
狭
隘
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
使
用
で
き

る
よ
う
改
修
し
、
施
設
の
狭
隘

化
の
解
消
と
ク
ラ
ブ
規
模
の
適

正
化
を
図
る
。

Ⅱ
特
別
会
計（
財
産
区
）

…
70
万
円

●

財
産
管
理
費
…
…
…
70
万
円

北
浦
名
財
産
区
不
動
産
強

制
競
売
申
立
て
に
係
る
経
費

を
計
上
す
る
。

Ⅲ
企
業
会
計（
水
道
事
業
）

…
…
…
６，
５
０
０
万
円

２
２
９
件
、
税
額
に
す
る
と
約
６，

９
０
０
万
円
増
加
し
、
一
定
の
効

果
が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
市
税
や

保
育
料
な
ど
に
つ
い
て
も
コ
ン
ビ

ニ
で
の
収
納
が
出
来
な
い
か
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

新
た
な
収
入
増
対
策
は
約
５
億

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
郵
送
用

封
筒
等
へ
の
企
業
広
告
掲
載
及
び

自
動
販
売
機
設
置
に
係
る
使
用
料

基
準
の
見
直
し
は
、
早
期
に
実
施

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
金
収
入
、
使
用
料
・
手
数
料
の

見
直
し
な
ど
に
取
り
組
み
、
将
来

に
向
け
た
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
ま
す
。

質
問

長
崎
市
の
人
口
規
模
約
45

万
人
と
ほ
ぼ
同
規
模
の
、
金
沢
市

約
44
万
人
・
松
山
市
約
51
万
人
と

比
較
し
て
、
長
崎
市
の
行
政
運
営

は
？
　
　

回
答
　
長
崎
市
は
、
金
沢
・
松
山

市
と
比
較
す
る
と
80
億
円
か
ら
90

億
円
近
く
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
要
因
は
、
職
員
数
が
多
い
こ

と
、
給
与
の
水
準
が
高
い
こ
と
の

２
点
で
す
。
職
員
数
は
両
市
と
比

較
し
て
、
部
・
課
の
組
織
数
が
多

く
、
そ
の
た
め
管
理
職
・
職
員
数

等
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

給
与
水
準
は
、
職
員
一
人
当
た

長
崎
市
議
会
平
成
20
年
第
２
回
定
例
会（
６
月
議
会
）は
、
６
月
６
日

（
金
）か
ら
25
日
ま
で
の
20
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
議
会

は
、
一
般
会
計
補
正（
２
億
３，
３
０
２
万
円
）、
特
別
会
計
補
正（
70
万

円
）、
公
営
企
業
会
計
補
正（
６，
５
０
０
万
円
）が
上
程
さ
れ
、
条
例
改

正
で
は
市
長
・
副
市
長
・
特
別
職（
４
人
）の
給
与
を
７
月
か
ら
減
額
す

る
条
例
、
市
立
市
民
病
院
の
通
常
分
娩
料
を
９
月
か
ら
値
上
げ
す
る
条

例
改
正
な
ど
20
の
議
案
と
５
の
報
告
を
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
の
「
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
い
て
国
民
的
取

り
組
み
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」「
非
核
日
本
宣
言
を
求
め
る
意
見
書
」

「
次
期
定
数
改
善
計
画
の
実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に

関
す
る
意
見
書
」
を
可
決
・
採
択
し
ま
し
た
。

る
割
合
で
あ
る「
自
主
財
源
比
率
」

は
、
平
成
18
年
度
41
・
７
％
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
19
年
度
は
国
か
ら

地
方
へ
の
財
源
移
譲
に
よ
り
、
自

主
財
源
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る

市
税
が
増
す
こ
と
か
ら
、
平
成
18

年
度
よ
り
改
善
す
る
見
込
み
で
す
。

「
基
金
残
高
」
は
、
平
成
18
年
度

は
１
１
３
億
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

平
成
19
年
度
は
76
億
円
程
度
と
な

る
見
込
み
で
す
。

り
で
比
較
す
る
と
、
金
沢
市
が
約

６
５
０
万
円
、
松
山
市
が
約
６
２

０
万
円
に
対
し
、
長
崎
市
は
約
７

２
０
万
円
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
給
与
制
度
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
行
い
、
人
件
費
の
削

減
に
努
め
ま
す
。

２．
老
朽
危
険
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質
問

老
朽
危
険
空
き
家
対
策
の

現
状
と
建
築
基
準
法
に
伴
う
行
政

指
導
の
対
応
に
つ
い
て
？

回
答
　
従
来
か
ら
建
築
基
準
法
に

基
づ
き
、
所
有
者
等
の
建
築
物
維

持
保
全
義
務
を
根
拠
に
、
そ
の
家

屋
の
除
去
や
改
修
の
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
は
49
件
、

平
成
19
年
度
は
45
件
の
危
険
空
き

家
の
除
去
や
改
修
を
所
有
者
等
自

ら
行
い
、
地
域
の
安
全
性
が
一
定

向
上
し
て
い
ま
す
。

長
崎
市
は
、
特
に
整
備
必
要
な

既
成
市
街
地
１
０
５
町
の
老
朽
危

険
空
き
家
を
、
建
物
・
土
地
を
長

崎
市
へ
寄
付
で
き
る
こ
と
、
寄
付

等
さ
れ
た
土
地
が
地
域
住
民
や
自

治
会
等
に
よ
り
、
適
切
に
維
持
管

理
で
き
る
こ
と
を
条
件
に
、
撤
去

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
は
申
し
込
み
32
件

の
う
ち
６
件
を
除
去
、
平
成
19
年

度
は
77
件
の
申
し
込
み
の
う
ち
７

件
を
除
去
し
ま
し
た
。
平
成
20
年

度
は
５
月
末
締
め
切
り
で
50
件
の

申
し
込
み
が
あ
っ
て
い
ま
す
。

３．
福
田
バ
イ
パ
ス
の
早
期
事
業
化

及
び
国
道
２
０
２
号
の
交
通
安

全
対
策
に
つ
い
て

質
問

福
田
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進

27の議案と５の報告を可決・承認！27の議案と５の報告を可決・承認！

総額補正2億9,872万円（総額補正2億9,872万円（一般会計補正2億3,302万円含む一般会計補正2億3,302万円含む）、）、
　　　　　　　　20の議案と5の報告を可決・承　　　　　　　　20の議案と5の報告を可決・承認！！
総額補正2億9,872万円（一般会計補正2億3,302万円含む）、
　　　　　　　　20の議案と5の報告を可決・承認！！

平成20年第２回定例会（６月議会）開催！

27の議案と５の報告27の議案と５の報告
可決・承認！可決・承認！

の
平
成
19
年
度
末
残
高
（
３
億

５，
０
０
０
万
円
）
及
び
平
成
20

年
度
の
運
営
資
金
（
１
億
４，
０

０
０
万
円
）
を
貸
し
付
け
る
。

◆
青
少
年
健
全
育
成
活
動
事
業
費

補
助
金
…
…
…
…
１
３
０
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
実
施

す
る
上
で
必
要
な
備
品
等
の
購

入
経
費
を
補
助
す
る
。

事
業
主
体：
橘
中
学
校
区
青
少

年
育
成
協
議
会

◆
公
債
費（
元
金
）…
８，
１
６
２
万
円

水
道
事
業
会
計
出
資
金
に
係

る
繰
上
償
還
（
６，
３
１
０
万
円
）

及
び
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付

金
に
係
る
繰
上
償
還
（
１，
８
５

２
万
円
）。

Ⅰ
一
般
会
計

…
２
億
３，
３
０
２
万
円

◆
庁
舎
維
持
管
理
費
…
８
８
０
万
円

水
産
農
林
部
及
び
農
業
委
員

会
の
朝
日
ビ
ル
か
ら
の
撤
去
に

伴
い
、
現
状
回
復
に
係
る
経
費

を
負
担
す
る
。

◆
長
崎
衛
生
公
社
補
助
金

…
…
▲
３
億
５，
０
０
０
万
円

長
崎
衛
生
公
社
へ
の
運
営
補

助
金
を
貸
付
金
に
切
り
替
え
る

こ
と
に
伴
い
減
額
す
る
。

◆
長
崎
衛
生
公
社
貸
付
金

…
…
４
億
９，
０
０
０
万
円

長
崎
衛
生
公
社
が
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
た
運
営
資
金

平平
成成
2200
年年
度度
補補
正正
予予
算算
のの
主主
なな
内内
容容

一一
般般
質質
問問
・・
回回
答答
要要
旨旨

安全・安心・交流センターとして
活用される旧木鉢交番所跡地

１．
財
政
運
営
の
健
全
化
に
つ
い
て

質
問

財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
に

お
い
て
、
経
常
収
支
比
率
は
80
％

台
後
半
、
自
主
財
源
比
率
は
45
％

以
上
、
基
金
は
１
０
０
億
円
以
上

を
数
値
目
標
に
設
定
し
て
い
る
が
、

現
状
と
見
通
し
に
つ
い
て
？

回
答
　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判

断
す
る
指
標
で
あ
る「
経
済
収
支
比

率
」は
、
平
成
18
年
度
95
・
６
％
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
19
年
度
も
扶

助
費
や
公
債
費
な
ど
義
務
的
経
費

が
増
す
一
方
で
、
地
方
交
付
税
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
目
標
達
成
は
非
常
に
厳
し
い
。

自
主
財
源
の
歳
入
総
額
に
占
め

●

資
本
的
支
出（
出
資
金
返
還
金
）

…
６，
３
１
０
万
円

平
成
19
年
度
へ
の
繰
越
事

業
費
に
未
執
行
額
が
生
じ
た

こ
と
か
ら
、
出
資
金
の
一
部

を
一
般
会
計
に
返
還
す
る
。

●

収
益
的
支
出
（
雑
支
出
）

…
１
９
０
万
円

一
般
会
計
が
借
り
入
れ
た

出
資
債
に
係
る
支
払
済
み
利

子
相
当
額
を
、
一
般
会
計
に

返
還
す
る
。

質
問

市
税
等
の
増
収
対
策
に
つ

い
て
、
現
状
の
検
討
状
況
と
市
税

徴
収
率
の
向
上
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納

の
拡
大
な
ど
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
？

回
答
　
市
税
徴
収
率
は
、
平
成
15

年
度
90
・
７
％
で
あ
っ
た
が
、
平

成
18
年
度
92
・
５
％
に
向
上
、
平

成
19
年
度
に
は
92
・
８
％
と
な
る

見
込
み
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
収
納
は
、

導
入
前
の
平
成
18
年
度
と
比
較
す

れ
ば
納
期
限
内
納
付
が
件
数
で
７，

再
質
問

投
資
的
経
費
は
、
類
似

都
市
に
比
較
し
て
少
な
い
が
、
今

後
ど
の
よ
う
な
方
向
に
も
っ
て
い

く
の
か
？

回
答
　
投
資
的
経
費
の
割
合
は
、

平
成
18
年
度
決
算
で
中
核
市
平
均

14
・
７
％
に
対
し
、
長
崎
市
は

８
・
４
％
と
か
な
り
少
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
共
投
資
を

行
う
こ
と
は
、
雇
用
確
保
や
市
内

経
済
の
活
性
化
に
も
一
定
資
す
る

も
の
で
あ
り
、
各
種
大
型
事
業
や

学
校
等
の
耐
震
化
な
ど
の
課
題
も

あ
り
、
収
支
構
造
改
革
を
進
め
財

源
を
確
保
し
、
真
に
必
要
な
公
共

投
資
が
着
実
に
実
施
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

期
成
会
は
、
約
１
０，
０
０
０
名
を

超
え
る
署
名
を
集
約
し
、
長
崎

県
・
長
崎
市
に
対
し
て
陳
情
を
行

い
ま
し
た
。
陳
情
を
受
け
て
、

県
・
市
の
対
応
は
？

回
答
　
長
崎
県
は
、
平
成
20
年
度

に
予
定
し
て
い
る
歩
道
の
段
差
改

善
、
補
修
等
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
実
施
し
、
歩
道
拡
幅
等
に
つ
い

て
も
、
大
浜
町
の
マ
リ
ナ
シ
テ
ィ

長
崎
前
付
近
の
延
長
１
０
０
ｍ
の

区
間
な
ど
、
調
査
・
設
計
に
着
手

す
る
と
の
こ
と
で
す
。

長
崎
市
は
、
国
道
２
０
２
号
の

安
全
対
策
の
実
施
を
最
優
先
し
、

福
田
バ
イ
パ
ス
の
早
期
事
業
化
に

つ
い
て
も
、「
福
田
バ
イ
パ
ス
建

設
促
進
期
成
会
」
の
皆
様
と
と
も

に
、
ル
ー
ト
の
絞
り
込
み
な
ど
実

現
に
向
け
、
よ
り
具
体
的
な
調
査

に
入
っ
て
頂
く
よ
う
、
今
後
と
も

県
に
対
し
働
き
か
け
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

本会議にて３回目の登壇！

自席から再質問を行なう！

早期ルートの絞り込み調査が望まれる
「福田バイパス（仮称）」


